
味土野大宮線は、京都府京丹後市大宮町の三重と森本・明田を結ぶ道路であり、大宮
町内の集落を連結する機能を担う、地元住民にとって重要な生活道路であるとともに、
小学校への通学路にもなっています。しかし、当該路線は幅員が狭く歩道が未整備であ
るため、朝夕における歩行者の通行は非常に危険な状況です。また、「鳥取豊岡宮津自
動車道」の（仮）大宮森本ICと接続することから、将来的には今まで以上の交通量が予
想されます。これらのことから、歩道整備を中心に道路幅員を拡幅し、歩行者と車両の
交通安全を図ります。

平成２１年度は、用地補償及び歩道整備工を実施します。

◎事業効果

○歩道を設置することにより、歩行者の安全な通行が可能となります。
○幅員狭小区間の解消により、交通の円滑化が図られます。

事業概要：用地補償、
歩道整備工

事 業 費 ：70百万円

事業概要：詳細設計、
用地補償

事 業 費 ：20百万円

事業期間：H20～H24
事業延長：1,210ｍ
幅 員：6.0（10.0）m
総事業費：250百万円

H21計画H20までの実績全体計画

◎事業概要

一般府道味土野大宮線 地域活力基盤創造交付金（交通安全）事業
（京丹後市大宮町森本～三重）
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(仮)大宮森本IC

森本地区ほ場整備

森本工業団地

L=1,210m W=6.0（10.0）m C=250百万

大宮岩滝線

市道・周枳森本線
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位置図・写真
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